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【巻頭言】 

 

「学会を変えよう」 
（エレクトロニクスソサイエティ会長） 

藤島 実（広島大学） 
 

私は、これからの 1 年間、本会の得意分野である ICT

技術をさらに活用し、本会の再生の先駆けとなるような活

動をしたいと考えています。 

エレクトロニクスソサイエティは、電磁波基盤技術、フ

ォトニクス技術、回路・デバイス・境界技術の 3 つの研究

領域から構成されています。このそれぞれの研究領域では、

半導体技術そのものを磨いたり、またその半導体技術によ

り進展したシミュレーションツールとともに発展を遂げ

たりしてまいりました。近年では、経済安全保障の観点か

らも、半導体技術の重要性がますます認識されてきていま

す。私の専門は半導体技術のひとつであるアナログ集積回

路ですが、先日ある会議の雑談の中で、「難しすぎて学生

さんの人気を得るのは難しいのではないですか」という意

見と、「設計技術を持っていれば、日本を出れば高給で雇

ってもらえるのだから人気がでないわけはないですね」と

いう両極端な意見をいただきました。私たちのソサイエテ

ィが対象としているエレクトロニクス分野の基盤技術領

域は重要ですが、日本の若い世代に必ずしもうまく伝わっ

ているとは言えません。一方、日本人ではない留学生は、

同じ若い世代でも半導体の重要性を理解している人が多

いのですが、本学会が彼らの求めるサービスを提供してい

るとは言い難い状況です。 

電子情報通信学会にとって大きな課題は、会員数の減少

と学会誌投稿数の減少です。会員数については、日本の年

齢別人口分布で正規化しても、30 代の学会員数は 50 代の

約半分に過ぎません。そこで、若手会員にアピールするた

めに弾丸プレゼンを実施したり、若手会員にとって負担と

なる学会事務の負担を軽減するための事務的支援を行っ

たりして、学会の魅力を高めようとしています。また、エ

レクトロニクスソサイエティでは、研究会などを通じて、

学生や若手を対象とした様々なセミナーやコンテストを

企画しています。 

一方、論文誌に目を向けると、電子情報通信学会の英文

誌に投稿・査読された方はご存知と思いますが、査読は厳

しく行われ、IEEE ジャーナルに比べて決して甘くはあり

ません。しかし、投稿者にとっては、読まれる確率の高い

雑誌に投稿したい、あるいは自分の昇進のためにインパク

トファクターの高い雑誌に採択されたいと思うのは当然

のことです。そのため、ジャーナルの質が低いわけではな

いのですが、自主的に投稿する論文の数は減っており、

IEEE のような世界的に有名なジャーナルがある以上、電

子情報通信学会にジャーナルは必要ないという意見もあ

るくらいです。 

しかし、日本では電子情報通信学会がプロフェッショナ

ルの階段を上るために大きな役割を担ってきました。年 2

回の全国大会、定期的なワークショップ、英語発表デビュ

ーにふさわしい国際会議など、さまざまな会合を開催して

います。このインフラこそが、学会の価値なのです。若い

人向けのメニューはたくさんあるはずなのに、現実にはそ

れがうまく伝わっておらず、若い人が自主的に入会したい

と思うような学会とは思われていないようです。「電子情

報通信学会って何？」というような知名度の問題もあるの

でしょう。また、学会が学生にアピールしようとしても、

なかなか届かないということもあるかもしれません。 

これらの問題を解決するアイデアとして、編集・出版担

当の副会長だった 2 年前、このニュースレターの「真の国

際学術団体を目指す電子情報通信学会の論文誌の将来像」

と題する巻頭言で、自動翻訳の活用について書きました。

電子情報通信学会では、日本語記事や日本語の招待論文の

ダウンロード率が高いので、非英語圏の人たち向けに、英

語に限定しない多言語版のコンテンツを開発してはどう

かという提案です。電子情報通信学会会長に新しく就任さ

れた川添雄彦さんの所信表明で、多言語翻訳プラットフォ

ームの構築が明らかにされ、言語の壁を乗り越える国際的

な学術組織となることが宣言されました。すでに財務委員

会でも取り上げられ、バリアフリーを推進するための音声

認識とともに、翻訳・音声認識プラットフォーム WG が

立ち上がっています。私もその WG のメンバーとして、

微力ながらお手伝いできればと思っています。言葉の壁を

乗り越えられるプラットフォームができれば、論文は多言

語で読めるようになり、今まで以上に多くの人に見てもら

えるようになります。海外在住の学部 3 年生までの外国人

は、ジュニア会員になれば、無料で母国語で学会の内容を

読むことができます。 
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産学連携も学会の重要な課題のひとつです。会員数の減

少の中で、特に企業会員の減少が顕著です。学会が企業活

動の受皿として機能していないことを変え、学会を新たな

産学連携の場としてリバイブさせるために、企業を中心と

する活動の場としての企業イニシアティブ WG が立ち上

げられました。そこでは、企業の価値向上につながるテー

マを企業自らが提案し、テーマ毎にそれを議論する提案企

業主導の分科会を立ち上げることが考えられています。分

科会のテーマは企業が提案するものの、アカデミア、他企

業も参加できるものとし、新たな価値創出の場、産学連携

の場として活用することが期待されています。エレクトロ

ニクスソサイエティでは2019年以降少なくとも2023度ま

で 5 年連続で会長には大学教員が続きますが、企業会員の

方々の力も借りながら、産学連携の場としての学会を盛り

上げていきたいと考えています。 

どんなに良い試みだと思ってトップダウンで始めても、

世の中の隅々まで行き渡ることは難しいものです。内容が

よく理解されていなければ、期待に反して広がらずに終わ

ってしまいます。逆に、サービスを利用する人が共感し、

気に入ってくれれば、インフルエンサーとなり、広がりを

みせることでしょう。共感を得るためには、内容だけでな

く企画意図が使ってくれる人に正しく伝わり、プロジェク

トそのものを少しずつブラッシュアップしながら育てて

いくことが大切なのだと思います。 

これまで、次期会長として高橋前会長のもとで 1 年間見

習いをさせていただきましたが、1 年でできることはそう

多くはありません。これからは、あっという間の 1 年間だ

と思います。先輩方の様々な思いを受け継ぎ、次の世代に

伝え、共感を広げながら電子学会の発展に寄与していきた

いと思います。 
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